
2025年度

北海道学習センター
旭川サテライトスペース

― 放送大学新入生必携 ―

文部科学省認可通信教育

― 放送大学新入生必携 ―

利用の手引



所長あいさつ

北海道学習センター所長 山　田　義　裕

　新入生の皆さま、ご入学おめでとうございます。この「利用

の手引き－放送大学新入生必携－」には、北海道学習センター

や旭川サテライトスペースを利用する上で必要な情報が掲載

されています。「学生生活の栞」とともにお手元に置いて活用

してください。北海道学習センターWebサイト内の季刊の機

関誌「てんとう虫」にも、その時々に合わせて必要なお知らせ

が掲載されます。これらに目を通して大学の制度や仕組みをよく理解し、充実

した学生生活を送ってください。

　皆さまは、この４月から本学習センター／サテライトスペースの所属学生

として勉学に励むべく意気込んでおられることと思いますが、学習を進める

上で心に留めておいていただきたいことがございますので、それについて一

言申し述べます。

　放送大学には教育のためのリソースとして多様で良質な印刷教材や映像等

のコンテンツが多数用意されており、勉学を進める上でそれらの効果的な活

用はとても重要です。しかし、それ以上に大切なのは学習センターやサテライ

トスペースにおける「人との出会い」です。通信制大学には、住居や職場を変え

ることなく授業を受けることができるというメリットがある反面、教員から

直接学んだり職員に対面でアドバイスを受ける機会が少ないという問題もあ

ります。これに対処するために設置されているのが学習センター／サテライ

トスペースです。勉学はこつこつと自分のペースで進めることも大切ですが、

人と人が議論を交わし、お互い切磋琢磨しながら、それぞれの目標に向かい努

力する営為こそが大学や大学院の勉学や研究の醍醐味なのです。皆さまは、こ

の学習センター／サテライトスペースで多くの人たち、教職員、同級生や先輩

方に出会うことになります。また、サークルや同窓会を通じて、他地域の学生

やOB/OGとも交流する機会があるかもしれません。

　放送大学では教育DXを目標の一つに掲げて、AI時代にふさわしい教育の情

報化を進めており、皆さまも新たなICTシステムの便利さを実感することがで

きるでしょう。ただ同時に、私たちが「生きた」知識を自らの血肉として身につ

けるには、物理的な場を共有して対面で交流することが何よりも重要です。北

海道学習センター及び旭川サテライトスペースをそのような場として是非ご

活用ください。私たち教職員も、皆さまの勉学を全力でサポートいたします。
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本冊子は､北海道学習センター・旭川サテライトスペースの利用及び履修関連事項・各

種行事・学事日程等をご案内しています｡諸事情により､内容を変更したり行事等を中

止することがあります｡変更等を行う際は､その内容を随時､放送大学及び北海道学習セ

ンター・旭川サテライトスペースのホームページでお知らせします。
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・北海道学習センター

・旭川サテライトスペース

9:30 ～ 17:30

9:00 ～ 17:30

10:00～17:00

10:00～17:00

面接授業(スクーリング)の実施
学習相談の実施
放送教材の視聴学習室内での視聴
図書類の視聴学習室内での閲覧
証明書等の発行(北海道学習センターのみ)
サークル活動等への施設提供
ＪR運賃割引証発行(全科履修生･修士全科生・博士全科生)

●

●

●

●

●

●

●

北海道学習センター・旭川サテライトスペースについて
　北海道学習センター・旭川サテライトスペース(以下｢学習センター等｣という)は、主に次
のような業務を担うほか、学生の情報交換の場、相互啓発の場として有意義で実りのある学
生生活を送ることができる施設として設置されています。
　『学生生活の栞』とともにこの『利用の手引－放送大学新入生必携－』を一読し、学習セン
ター等を積極的に利用してください。
　なお、学習センター等を利用するときは、『学生証』が必要です。必ず『学生証』を携行してく
ださい。

9 :00～17:00

区　　分

通　常　期　間

単位認定試験期間

利用時間

同　上

視聴学習室の利用時間

閉　室

面接授業が行われる土日

学期の始めから終りまでの期間

期　　　　　間 曜　日

火～日

利用時間

1.学期末は､機器の点検整備､放送教材及び図書類の整理のため視聴学習室・図

　書室を閉鎖します。

2.開所日及び利用時間は､事情により変更することがあります｡変更する場合は､

　事前に掲示等によりお知らせしますが､遠方の方は､念のため学習センター等

　に確認してから来所願います。

　なお、学習センター等の開所日等は北海道学習センターWebサイト内の「てん

　とう虫」に掲載します。

※学習センター等の開所日及び利用時間は、地域の実情に応じて異なりますの

　で、所属以外の学習センター等をご利用する際はご注意願います。

曜　　日

火～日

同　上

2025年度開所日

 毎週　火曜日から日曜日 (月曜日は休業日です。)
 閉所日　国民の祝祭日
 　　　　お盆休み　８月11日(月) ～８月15日(金)
 　　　　年末年始　12月28日(日) ～１月５日(月)
 　　　　その他　　９月14日(日) = 北海道学習センターのみ
 　　　　　　　　　１月17日(土) ～１月18日(月) = 北海道学習センターのみ

(注)
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施設の利用案内

　インターネットによる放送授業の視聴及び印刷教材(テキスト)による

学習に利用できます。また、学習の理解を深めるための参考図書を配

置しています。

　利用するときは、学生証が必要ですので、必ず携行してください。

　利用の方法は､4～6頁(｢視聴学習室･図書室の利用｣)を参照して

ください。

　サークル活動等に利用できます(飲食可)｡利用するときは､事前に

事務室で手続きをとってください。

　休憩・談話・新聞閲覧等に利用できます。

　コイン式ロッカー(無料)を設置しています。

　体調を崩した場合等に休養することができます。

　ベッド、車椅子、救急薬品などが備えられています。

　履修に関する相談、学生証、諸証明の発行等を行っています。

　事務室窓口あるいは電話等でお気軽にお尋ねください。

　気軽に休む場所として、又は、交流の場所として利用できます。

　放送授業・面接授業の履修に関すること､単位認定試験に関する

こと､学習センター等利用案内に関すること等､学生への連絡用とし

て使用していますので､学習センター等に来たときには､必ず見るよ

うにしてください。

視 聴 学 習 室

図 書 室

多 目 的 室

学 生 控 室

保 健 室

事 務 室

ロ ビ ー

履修関係掲示板

北海道学習センター

視聴学習室・図書室

履修関係掲示板

書架

セ
ミ
ナ
ー
室

男子トイレ 女子トイレ

多目的
トイレ

受付
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旭川サテライトスペース

6階平面図

　面接授業 ( スクーリング ) 等に利用します。

　実験を伴う面接授業等に利用します。

　コンピューター学習等の面接授業等に利用します。

　客員教員が学習方法、学習上の様々な相談に利用します｡

　相談を希望する学生は、事前に事務室に申し出てください。

大・中・小講義室

実 験 室

実 習 室

学 生 相 談 室

　事務室では、視聴学習室や多目的室の利用、一部の申請等の手

続きや履修相談などを行っています。

　面接授業(スクーリング)等に利用します。

　放送教材・印刷教材(テキスト)により学習できます。

　利用するときは、学生証が必要ですので、必ず携行してください。

　学習の合間の休憩、談話、飲食、学生サークル活動等に利用でき

ます。(利用時には事務室に申し出て、学生証を提示してください｡)

　放送授業・面接授業の履修に関すること、単位認定試験に関す

ること、サテライトスペースの利用に関すること等、学生への連

絡用として使用していますので、サテライトスペースに来所の際

は、必ず見るようにしてください。

事 務 室

(受付カウンター)

講 堂

視 聴 学 習 室

多 目 的 室

業務用掲示板

多目的
トイレ

男子トイレ 女子トイレ
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視聴学習室・図書室の利用方法

　印刷教材・図書等の利用、各種の証明書の発行、視聴学習室の利
用等には学生証が必要になりますので、必ず、来所する際には学
生証を携行してください。

　北海道学習センターには、身体障がい者専用駐車場(2台分)以外の
学生駐車場はありません。また、北海道大学は、学生の車両による通
学を禁止するなど一般車両も含めた構内交通規制を行っています。
　北海道学習センターは、北海道大学構内にあることから、本学学
生もこの規制の対象になり、車両による通学はできません。
　旭川サテライトスペースの駐車場は手狭のため駐車できない
場合があります。公共交通機関を利用してください。

　外部からの電話の取り次ぎ及び外部への電話には、緊急を要す
る以外応じることができません。

　学習上必要な教材等以外の所持品は、学生控室に設置してある
コイン式ロッカーに入れてください。コイン(100円)は使用後、戻ります。
　ロッカーの使用は、当日限りです。また、ロッカーの専有は、他
の学生の迷惑になりますので、ご遠慮ください。

　学習センター等の施設内は、全面的に禁煙になっています。ま
た、北海道大学情報教育館・北海道大学構内及び旭川市常磐館も
禁煙となっていますので、ご留意願います。

学 生 証

駐 車 場

電 話

コイン式ロッカー

喫 煙

利用上の留意事項

　視聴学習室・図書室では、放送授業を専用パソコンで視聴できます。また、書架の図書を
自由に閲覧することができます。

視聴学習室・図書室の利用

【注意事項】
○食事・休憩等で長時間席を離れるときは、他の学生が利用できるよう協力をお願いします。

○携帯電話は電源を切るかマナーモードにし、通話・撮影は禁止です。

○語学学習の発声練習は、他の学生の迷惑となりますのでご遠慮ください。

○飲食は禁止ですが、条件付きで飲み物摂取を認めています。

○学習に必要な教材・貴重品以外の手荷物は学生控室のロッカーをご利用ください。

学生証を受付カウンターに提出

学習（放送教材の視聴、図書の閲覧、自習等）

退室時に学生証をカウンターで受け取る。
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放送教材(DVD・CD)の郵送貸出しによる学習

放送授業の視聴

図書の利用

　BS 放送が受信できない、又はインターネット環境がない等、家庭等に放送授業を視聴
する環境がない場合でも、放送教材(DVD・CD)を郵送にて放送大学本部(千葉県千葉
市)から自宅に取り寄せることができます。なお、申し込み方法(郵送、FAX、インター
ネット)等の詳細は『学生生活の栞』を参照してください。

  視聴学習室では、専用パソコン又は学生持込みのパソコンを使用し、放送授業のイン
ターネット配信の視聴による学習ができます。

【注意事項】
○視聴席の予約はできません。

　学習センターの図書室に備えられている図書は直接書架から自由に取り出し、閲覧す
ることができます。
　また、備え付け雑誌も配架していますのでご利用ください。閲覧終了後の雑誌は元の
配架場所に戻していただき、図書及び借りた印刷教材は指定の返却ワゴンに入れてくだ
さい。
　なお､学習センター所蔵図書の貸出は行っておりません。

　OPACはインターネットを介して利用できる蔵書検索システムです。放送大学OPAC
では附属図書館(本部図書館)及び学習センターで所蔵する図書・雑誌・放送教材・参考図
書・電子ブックを検索することができます。附属図書館で所蔵している一般図書はOPAC
で予約・取寄申込ができます。貸出・返却は学習センターで取次、もしくは自宅配送(有料)
で行います。一般図書以外の資料は学習センターへ取寄せ、視聴学習室内で閲覧すること
ができます。
　OPACでは他大学図書館の資料の検索や文献複写の申込(有料)、及び図書購入リクエ
スト等もできます。詳しくは放送大学附属図書館ホームページをご覧ください。

・附属図書館 (http :// l ib .ouj .ac . jp/ )　・OPAC (http ://catalog .ouj .ac . jp )

　学習センター等所属の学生は上記大学の附属図書館を利用することができます。
利用できる範囲、サービスを受けられる範囲は、それぞれ異なります。また、利用は各大学
のご好意によるものであり権利として与えられているものではありません。利用の際は、
各大学の利用規則及び図書館職員の指示に従ってください。

【北海道大学附属図書館】
　事前に当学習センターで手続きが必要です。事務室の受付にお申し出ください。
その上で、附属図書館から「利用証」が交付されます。

【北海道教育大学附属図書館・函館大学附属図書館】
　学習センター等での事前の手続きは必要ありません。学生証を携行の上、直接附属図書
館に行き、指示に従ってください。

◆蔵書検索OPAC

◆北海道大学・北海道教育大学・函館大学附属図書館の利用
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その他の利用

◆文献複写

◆単位認定試験問題・解答（解説）の公表

◆OpenForum(放送大学大学院　学生論文集)

　図書室の図書・資料の複写を希望するときは、受付で「文献複写申込書」に必要事項を
記入してください。( 複写料金 モノクロ １枚 10円、カラー １枚 50円 )
　なお､文献複写には著作権上の制限があります｡詳しくはお問い合わせください｡

　図書室では過去１年分の単位認定試験問題と解答を閲覧できます。(システム
WAKABA「学内リンク」で公開されているものと同じものです。)
閲覧希望の方は受付へお申し出ください。室外への持ち出し、コピーすることはできませ
ん。（受付でのみ、デジカメなどで撮影することはできます。）

※単位認定試験問題・解答は、自宅のパソコン等でシステムWAKABA「学内リンク」
　でも閲覧することができます。

　OpenForumは放送大学大学院修士課程修了者の修士論文を基にした学生論文集です。
図書室で閲覧・購入・複写申込をすることができます。
　なお、第17号(2021年3月10日発行)をもって作成は終了しています。

帯広学習室　帯広市「とかちプラザ」

北見学習室　北見市「北見市立中央図書館」

帯広市西4条南13丁目1番地

北見市泉町1丁目2番21号

電話0155-22-7890

電話0157-57-4646

●

●

　学習センター等のほか再視聴施設として、各市教育委員会等の協力の下に次の2学習室が

ありますので、近隣の学生は､予習､復習の他､学生の交流の場としても大いに活用してください。

　なお、視聴を希望する科目の有無、開設曜日及び時間など利用方法等については、各施設に

問い合わせください。
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旭川学友会

歴史学読書サークル

現代経済事情研究会

旭川サテライト
英語サークル

浦波優美子

梅 野　牧

梅 野　牧

芦 口　充

2025年3月1日現在

中根惠美子

山﨑典美

北海道同窓会

北海道同窓会旭川

会員が生涯学習の理想の実現を目指すとともに、相互の親睦
並びに母校の発展と全国の同窓との交流を図る。

会員の親睦と情報交換及び相互研鑽を図り、生涯学習の実現を目
指すとともに母校の発展に寄与し、全国の同窓との交流を図る。

北海道学習センター
学友会

English Circle

Health Circle

道史学習サークル

語学研究会

源氏物語を学ぶ会

うたの会

フランス語サークル

パソコン学び隊

自学発表サークル

帯広学友会

沼畑亘宏

市川喜通

大橋ちよ子

八町史郎

大橋ちよ子

阿部博美

中根惠美子

谷口美恵

島田静香

三浦広夢

遠藤延義

学生相互（同窓生を含む）の研鑽、親睦・交流を図り、さらに
学生の声を集約し､より良い学校環境を創る。

学生同土が英語をよく学び、大学生活に役立てながら互いに
励ましあう。

健康生活についての学習・研究・実践を行いながら、精神と身
体のバランスを図り、すこやかな社会生活に役立つよう活動する。

語学についての学習・研究・実践を行いながら人的交流を図り、
実生活に役立つように活動する。

日本文学の古典である「源氏物語」を深く長く親しみながら学
び、仲間作りを大切にし、学業生活を充実させる。

学生同士がフランス語を学び、教養を高めながら互いに励ま
しあう。

日本史、世界史についての題材の発表や歴史関係の書籍紹介・
DVD 視聴会などの活動を通じて歴史学に親しみ、大学生活を充
実させる。

世の中で起きている経済に関する出来事について､新聞・雑誌
などの記事を話材として、その背景について会員相互で意見
交換し、研鑽を図る。

自主的に学習（自学）した内容を発表し、より深い学習と交流
を行う。

英語のリスニングや簡単な表現、発音を重視した英会話を学
んで、英語のコミュニケーション能力を高める。

　学生は、学生団体(サークル)を結成し、互いに啓発し合い、親睦を深め合うことができます｡
学生団体(サークル)を結成しようとするときは、学習センターの所長を通じて学長からの
許可を得るために所定の手続きが必要です。現在の学生団体(サークル)は、次のとおりです｡
（年度中に設立・解散する団体や責任者が変更となる場合があります。）。

　学生団体(サークル)活動のため学習センター等施設の使用を希望するときは、事前に事務
室で使用許可を得てください（『学生生活の栞』を参照）。

　学部卒業生、大学院修了生、一定の年数以上在学した方等は、母校への支援・発展に寄与す
ること、卒業生や在学生等との親睦を図ることなどを目的とした同窓会へ入会することが
できます。

学生団体(サークル)

郷土北海道の歴史について学習し、広く郷土を理解する。

豊かな人生の糧として、うたを通した広い文化活動を楽しむ。

日常的なパソコン利用についての技術や知識を取得する。

会員の研鑽と会員の親睦・融和を図ることを目的とする。

学生生活を充実させるため、各種事業を実施し、親睦を図る。

旭川サテライトスペース

北海道学習センター
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放送授業
印刷教材
による学習

面接授業
オンライン
授    業 ラ イ ブ

we b授業

オンライン
授 業
単位認定試験を
実施する科目

体育実技

(全科履修生のみ選択可能)

卒 業 研 究

単位認定試験を
実施しない科目

自宅等で実施 各学習センター
等で実施

社会体育事業等
による実施

　放送大学の授業は、放送授業、オンライン授業、ライブweb授業及び面接授業の4つの
形態により行われます。
　その他に、全科履修生のみ履修が可能な体育実技と卒業研究があります。学習システム
の概要は、次のようになっています。

印刷教材等の送付

卒　　　　業 (学士(教養))
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◎通信指導
　学習開始後前半までの放

送授業及び印刷教材の範囲

内で出題。単位の必要な学

生は必ず提出してください。

◎次学期も学籍がある
　修士全科生・修士選
　科生・全科履修生・
　選科履修生
　放送大学本部から｢科目
登録申請要項｣が送付されま
すので､履修を希望する授業
科目を記入して期限までに
本部へ送付してください｡

◎学籍がきれる修士全
　科生・修士選科生・
　修士科目生・全科履
　修生・選科履修生・
　科目履修生
　次学期に修士全科生・修
士選科生・修士科目生・全
科履修生・選科履修生・科
目履修生として継続入学を
希望される場合は､改めて
継続入学申請の手続が必要
です。

単位修得までの流れ（放送授業）
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全
科
履
修
生（
教
養
学
部
）の
卒
業
に
係
る
単
位
修
得
要
件 （
20
24
年
度
以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

放
送
授
業
に
よ
り
修
得
す
べ
き

最
低

単
位

数

面
接
授
業
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
よ
り
修
得
す
べ
き
最
低
単
位
数

授
業
形
態
を
問
わ
ず

修
得
す
べ
き
最
低
単
位
数

計

7
4
　
　（
注
１
）

2
0
　
　（
注
２
）

3
0
　
　（
注
３
）

1
2
4

基
盤
科
目
の
う
ち
外
国
語
科
目
か
ら
２
単
位
修
得

自
コ
ー
ス
開
設
科
目
（
導
入
、
専
門
、
総
合
）
か
ら
3
4
単
位
、

他
コ
ー
ス
開
設
科
目
（
導
入
、
専
門
、
総
合
）
か
ら
４
単
位
を
修
得
、

残
り
は
コ
ー
ス
及
び
科
目
を
問
わ
ず
コ
ー
ス
科
目
内
か
ら
3
8
単
位
修
得

上
記
の
「
基
盤
科
目
」、
「
コ
ー
ス
科
目
」
の
区
分
を
問
わ
ず
、

開
講
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
授
業
科
目
を
自
由
に
選
択
し
、
3
4
単
位
修
得

授
業
科
目
の
履
修
方
法
等
に
つ
い
て
は
、「
放
送
大
学
授
業
科
目
案
内
」
の
「
履
修
科
目
案
内
図
」
を
参
考
に
す
る
ほ
か
、
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

基
盤
科
目

導
入
科
目

専
門
科
目

総
合
科
目

自
由
選
択

コ ー ス 科 目

1
4

7
6

3
4

①
卒
業
研
究
の
６
単
位
は
、３
単
位
を
放
送
授
業
、

　
３
単
位
を
面
接
授
業
の
単
位
と
し
て
認
定
さ
れ
る
｡

②
卒
業
研
究
の
６
単
位
は
、
所
属
す
る
自
コ
ー
ス

　
の
専
門
科
目
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。

③
卒
業
研
究
は
、２
年
以
上
在
学
し
、6
2
単
位
以
上

　
修
得
し
な
け
れ
ば
履
修
申
請
で
き
な
い
。
履
修

　
期
間
は
１
年
間（
２
学
期
間
）と
す
る
。

　
た
だ
し
卒
業
研
究
は
、必
修
科
目
で
は
な
い
。

（
注
１
）
卒
業
要
件
と
し
て
放
送
授
業
は
、
科
目
区

　
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
7
4
単
位
以
上
修
得
す
る
必

　
要
が
あ
る
。

（
注
２
）
ラ
イ
ブ
W
e
b
授
業
科
目
は
、
卒
業
要
件
上

　
は
｢
面
接
又
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
｣
と
し
て
取

　
り
扱
う
。

（
注
３
）
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
科
目
「
幼
児
理
解
の
理

　
論
及
び
方
法
（
’
1
5
）
」「
教
育
課
程
の
意
義
及
び

　
編
成
の
方
法
（
’
1
5
）
」
に
つ
い
て
は
、
卒
業
要
件

　
上「
授
業
形
態
を
問
わ
な
い
単
位
数
」と
し
て
取

　
り
扱
う
。

備
　
　
　
考
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面接授業（スクーリング） (学　部)

 放送授業のほかに、北海道学習センター等では、面接授業を実施します。

 面接授業は、講義担当講師と対面で受ける授業で、毎学期開講されます。

⑴ 実施形態

  連続する土曜日・日曜日の２日間に、90分の授業を７回、45分の授業を１回、計８回

　行われます。また、授業時間とは別に試験・レポート等が行われます｡

⑵ 単位

  面接授業の単位は、各科目とも１単位です。

  全科履修生は､卒業要件の単位として20単位以上の(オンライン授業も含める)を修得

  しなければなりません｡

  （｢全科履修生(教養学部)の卒業に係る単位修得要件｣(10頁)参照)

⑶ 面接授業を受講するためには､｢科目登録申請要項｣､｢面接授業開設科目一覧｣及び

　｢面接授業時間割表｣から希望する次学期の面接授業を確認し､申請期間内に｢放送大学教

　務情報システム(システムWAKABA)の教務情報→科目登録申請｣から申請する､あるいは､

　科目登録申請票を大学本部へ提出する必要があります｡また､科目登録の受付結果､定員に

　満たない科目が生じた場合は､学習センター等において追加登録の受付を行います｡

　この場合､空席状況及び申請時期・方法等については､学習センターに掲示しますが､

　空席情報はシステムWAKABAによりリアルタイムで確認できます。

 ① 開講期間（2025年度の場合）

   第１学期 2025年 月  日（土) ～2025年 月  日(日）

   第２学期 2025年 月  日（土) ～2026年 月  日(日）

 ② 授業時間帯

 ［北海道学習センター](１日目)

   第１時限 09：30～11：00  第４時限 15：20～16：50

   第２時限 11：15～12：45 ※第５時限 17：05～18：35

   第３時限 13：35～15：05

 ［北海道学習センター](２日目)

   第１時限 09：30～11：00  第４時限 15：20～16：05

   第２時限 11：15～12：45  試験･レポート等 16：05～16：50  

   第３時限 13：35～15：05 ※第５時限 17：05～18：35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※第5時限目は該当する科目のみ

 ［旭川サテライトスペース](１日目)

   第１時限 09：30～11：00  第４時限 15：10～16：40

   第２時限 11：10～12：40

   第３時限 13：30～15：00

 ［旭川サテライトスペース](２日目)

   第１時限 09：30～11：00  第４時限 15：10～15：55

   第２時限 11：10～12：40  試験･レポート等 15：55～16：40

   第３時限 13：30～15：00

27４ ７

25１10 18

12
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　2025年度の単位認定試験は放送授業及び一部のオンライン授業で実施します。
　実施方法は基本的にWeb受験方式です(一部科目は郵送受験方式です)。

　Web受験方式とは、自宅等からインターネットを通じてWeb単位認定試験システム
　にアクセスし、50分の試験時間内で問題を閲覧し解答を提出するものです。

　受験に使用する予定の端末から、単位認定試験期間前までに必ず｢Web単位認定試験
　体験版※｣を操作し、事前に操作方法を確認してください。

　※Web単位認定試験体験版のアクセス方法：放送大学のホームページからシステムWAKABAに
　　ログインしてWeb単位認定試験システムからアクセス

　※本学大学院の単位認定試験ではWebカメラによる本人確認を行います（2025年度１学期から）｡

　面接授業には、北海道学習センター(札幌市)及び旭川サテライトスペース(旭川市)以
外の会場で実施される科目があります。科目登録の際には、｢面接授業開設科目一覧｣
｢面接授業時間割表・科目区分別開設科目一覧・授業概要(北海道学習センター)｣等の記
載事項(科目名、科目コード等)に十分ご留意するとともに実施会場を再度確認願います。

（注）面接授業の科目登録の場合には以下の点に注意願います。

●

●

●

第 2学期：2026年１月18日㈰　9：00～１月26日㈪ 17：00（択一式科目）

　科目登録した学期の単位認定試験を受験できなかったか又は不合格であった場合は、
次の①から③の要件のいずれかを満たしていることにより、次の学期に限り、科目登録
を行わなくても単位認定試験を受験できます。（オンライン授業科目を除く。※）

　① 学部の全科履修生・選科履修生又は大学院の修士全科生・修士選科生で次の学期に
　　 学籍がある

　② ①の学生が卒業又は満期になることにより次の学期に継続入学の出願をしている

　③ 学部の科目履修生又は大学院の修士科目生で次の学期に継続入学の出願をしている
　　(『学生生活の栞』を参照 )

　※「教育課程の意義および編成の方法（’15）」「幼児理解の理論及び方法（’15）」は再試
　　 験を実施します。

第 1学期：2025年７月16日㈬　9：00～７月24日㈭ 17：00（択一式科目）

　学習内容・方法等修学全般に関することあるいは進路指導等については、客員教員が
対面、電話、Zooｍで相談に応じます。学習相談を希望する学生は、希望相談日の１週
間前までに｢学習相談票｣を事務室に提出してください。相談日は、調整したうえで決め
ます。
　客員教員の相談日程・時間は、各学期開始後（４月初旬・10月初旬）本センターWeb
サイトに掲載される｢てんとう虫｣でお知らせしています。
　また、放送授業・印刷教材(テキスト)に関する質問については、『学生生活の栞』を参
照してください。
　なお、科目登録及び単位修得等に関する質問は、電話等でも随時受け付けています。
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教務情報システム（システムWAKABA）

基礎ゼミ

　放送大学はBSテレビ・ラジオ、インターネットを通じて学習する通信制の大学です。し

かし通信制大学では、通学制大学のように文献の探し方や専門書の読み方を学び、課題レ

ポートを作成することで論文作成の基礎力を身につける機会はあまり多くありません。

　北海道学習センターと旭川サテライトスペースでは、論理的思考力や文献読解力、論文

作成力の向上を目的とした「基礎ゼミ」を各学期に開講しています。基礎ゼミは北海道学

習センター、旭川サテライトスペースの客員教員が担当し、研究論文の読み方、論理的な

文章の作成などの学習をゼミ方式により学生と議論しながら進めていきます。

　各学期の開講予定及び募集内容については、北海道学習センターWebサイト内の「てん

とう虫」でお知らせします。

　また、卒業研究の履修を希望する方は、基礎ゼミの受講を推奨します。

　　●開講時期：第1学期8～9月、第2学期2～3月

　　●定　　員：各ゼミ10名

　　●日　　程：原則、土曜日又は日曜日に90分のゼミを4回実施

　放送大学では学修をサポートするため、学生本人の学籍情報や成績情報を閲覧したり、科目

登録申請などが行える教務情報システム（システムWAKABA）を提供しています。インター

ネットに接続された自宅等でパソコン等からWebブラウザ（Google Chrome,Microsoft 

Edgeなど）があれば、アクセスできますので、ご利用ください。

（１）ログイン（アクセス）

（２）主な機能

本学ホームページのトップページ上部「在学生 (WAKABA)」ボタンからアクセス

してください。ログインするためのログインＩＤ及びパスワードは、入学許可書に

記載しています。なお、不正利用を防ぐため必ずパスワード変更をお願いします。

①教務情報機能

　・学生カルテ

　（学籍情報、住所・連絡先情報、

　 単位修得状況情報　他）

　・変更・異動手続

　・履修成績照会

　・単位認定試験時間割

　・出願・科目登録申請

　・シラバス検索　他

②キャンパスライフ機能

　・学内連絡（大学・学習センターからのお知らせ）

　・スケジュール（放送授業の予定、他）

　・学内関連（学習案内、各種届出・申請様式　他）

①

④

③

②
⑤
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学習センター等でのパソコンの利用について

ハラスメントのない学習環境

※モバイル端末からの利用について

　システムＷＡＫＡＢＡは、タブレットＰＣやスマートフォンなどのモバイル端末にも

　対応しています（ただし、一部機能には制限があります）。

③授業サポート機能

　・授業連絡（履修する放送授業に関する主任講師からのお知らせ）

　・授業共有ファイル（履修する放送授業に関する主任講師からの補助教材等の提供）

　・資料室（印刷教材の正誤表等、全学生が共通して授業関連の情報を得るための機能）

　・談話室（一部の放送授業科目に関するコミュニケーション機能）

④学内リンク

　・放送授業

　・オンライン・面接授業等

　・その他リンク

⑤キャンパスメール機能

　※随時メールチェックを行ってください

　北海道学習センター及び旭川サテライトスペースでパソコンを利用する場合は、利用

者ご自身でパソコン等を持参して利用いただくこととなります。また、その際には、Wi-Fi

での接続となりますので予め、システムWAKABA｢学内リンク-放送大学自己学習サイ

ト｣にある2021年度情報セキュリティ研修(学生用)を受講後、「キャンパスライフ」の「各

種届出・申請様式」「無線LAN利用申請（オンライン）について」から申請してください。

　なお、放送授業は、視聴学習室でインターネット視聴用端末により視聴いただけます。

　何気ない言動、相手のためと思って行った言動、相手も同意していると思った行為で

あっても、ハラスメントとして受け取られることがあります。学生の皆様が安心して学

ぶことができる豊かな学習環境を提供するために、次のことにご協力をお願いします。

１．相手の人格を尊重した適切な言動・行為を心がけましょう。

２．不快な思いをした時はその場を離れるなど安全な場所に移動して、落ち着いて対応

　　を考えましょう。「NO」と言える場合は伝えましょう。

３．周りで困っている人を見かけた時は、「大丈夫ですか。」と声をかけてあげましょう。

４．不快な思いをした時は一人で抱え込まず、信頼のおける人に相談しましょう。

　　学習センターにはハラスメント相談窓口（相談員：所長、事務長）を設けています。

　　相談員には守秘義務があり、プライバシーは厳守されますので、安心して相談して

　　ください。
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2025年度【学部】教務及び学生募集スケジュール
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2025年度【大学院修士課程】教務及び学生募集スケジュール
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2025年度【大学院博士後期課程】教務及び学生募集スケジュール

授

業
第
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年
次

第
１
年
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第
３
年
次

第
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年
次

第
１
年
次
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指
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入
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録
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2020
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コース
専　攻

コース
専　攻

氏 名

カリキュラム

移 行

所　属

所 属 学 習

セ ン タ ー

氏名等変更届

カリキュラム移行届

所属  　　変更願

所属学習センター

変　更　願

(1) 住所等の変更

住所等の変更手続き

(2) 氏名､カリキュラム､所属(コース・専攻)及び所属学習センターの変更

　 ①「現住所」､「連絡先の電話」に変更が生じたときは､②のⅰ) 又はⅱ) により速やかに
　 　手続きをしてください。
　 ②手続方法：ⅰ）システムWAKABA(‐教務情報‐変更・異動手続から申請する。)
　　　　　　　 ⅱ）「学生生活の栞｣の巻末にある｢住所等変更届｣を③に提出する。
　 ③変更届提出先：学　部：北海道学習センター事務室 ( 情報教育館５階 )
　  　　　　　　　　大学院全科生：大学本部教務課
　 　　　　　　　　大学院修士選科生・修士科目生：大学本部学生課
　 ④科目登録申請要項、面接授業時間割表、単位認定試験受験票等が大学本部から郵
　 　送されます。郵便局にも必ず転居届を提出してください。

学部・修士選科生・修士科目生

　大学本部学生課

大学院修士全科生・博士全科生

　大学本部教務課

学部生

　大学本部学生課

学部・修士選科生

　大学本部学生課

大学院修士全科生・博士全科生

　大学本部教務課

改 姓 後 速 や か に

・2025年度2学期からの変更
 2025年　月　日㈯(必着)まで
・2026年度1学期からの変更
 2025年　月　日㈰(必着)まで
・2025年度2学期からの変更
 2025年　月　日㈰(必着)まで
・2026年度1学期からの変更
 2026年　月　日㈰(必着)まで

6

12

8

2

7

7

10

8

変更等事項名 提 出 書 類 提  出  時  期 提 　 出 　 先

　　  手続方法 :ⅰ）システムWAKABA（教務情報‐変更・異動手続）から申請する。

　　　　　　　 ⅱ）各届（提出）様式に記入し、提出先へ郵送等する。

　　  提出書類は、『学生生活の栞』の巻末に様式が添付されています。

学生証の交付

　　 学生証は、本学の学生であることを証明する身分証明書であり、学習センター等

　 を利用するときに必要になります。

　　 学生証は、所属学習センターにて入学許可書の提示を受けて、交付します。

　　 学生証の交付は､｢入学者の集い｣の実施日に行うほか､随時､事務室で行っています。

　　 交付を受ける場合は、新入生は本部から送られる｢入学許可書｣を、在学生は古い

　 学生証を、提示してください。

　　 有効期限内の学生証はそのまま利用できます。

　 　なお、郵送での交付を希望する場合は、所属の学習センター・サテライトスペース

　 宛に、有効期限切れ学生証又は入学許可証のコピー、返信用定型封筒 (特定記録郵便

　 320円分の切手を貼付) を同封し郵送してください。

学生証再発行の
手続きも併せて行
う必要があります。

諸手続き・諸証明
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　出願時に写真を提出されなかった方は、システムWAKABAの｢教務情報→学生カル

テ｣から直接顔写真の登録を行うか、｢学生生活の栞｣の巻末の写真票(様式11)を本部学

生課に提出してください。

　なお､学生証の有効期間は､全科履修生・修士全科生・博士全科生の場合は２年間、選科履

修生・修士選科生の場合は１年間、科目履修生・修士科目生の場合は１学期間(半年間)です｡

JR等運賃割引証の発行

　自宅から学習センターに通学するためにJRの運賃割引を希望する学生は､事務室に備

えてある申請用紙に必要事項を記入のうえ､申し込んでください。札幌市営交通(地下

鉄・路面電車)及び中央バス等の運賃割引を希望する学生は､定期券売場で学生証を提

示して購入できます。

　⑴　J R

　　　全科履修生・修士全科生・博士全科生に限り､一般普通回数乗車券(11枚綴り)

　　及び学生割引普通乗車券(JRの片道区間100kmを超える場合)を20%引で購入

　　できます。

　　Ⅰ.  利用が認められる範囲

　　　　　教養学部全科履修生、大学院修士全科生及び博士全科生が、自宅「最寄り駅」

　　　　から学習センター等に、次の目的で通学等する場合

　　　①   面接授業(ゼミを含む)の受講及び単位認定試験の受験をする場合

　　　②   視聴覚室を利用する場合(原則として、所属の学習センターの利用に限る。

　　　　ただし、学習上必要であると認められる場合には､所属以外の学習センターの

　　　　利用も可能である。)

　　　③   オリエンテーション及び学習相談への出席

　　　④   教養学部卒業研究の調査のために指導教員の指示により旅行する場合及び、

　　　　大学院修士全科生・博士全科生が研究指導のため指導教員の指示により移動

　　　　する場合、又は学外における実習を行う場合

　　　⑤   その他大学が必要と認める場合

　　Ⅱ.  利用が認められない範囲

　　　①社会体育参加、②サークル活動、③個人的用務、④単位互換のための他大学への通学

　⑵　札幌市営交通、バス(北海道中央バス・JRバス・じょうてつバス)

　　　全ての学生が対象となり、通学定期券を購入することができます。

諸証明の発行

　　在学証明書、成績・単位修得証明書等の各種証明書が必要な場合は、「諸証明書交付

　願｣(『学生生活の栞』の巻末に様式添付)に必要事項を記入のうえ、学習センター事務

　室に申し込んでください。

　　発行手数料は、１通につき200円です。

　　郵便で請求する場合は、発行手数料のほかに返信用封筒(長形３号〈120ミリ×235

　ミリ〉、切手貼付、宛名明記)を同封してください。

　　同封する手数料は①現金の場合は、必ず現金書留とします。②郵便為替の場合は、

　郵便局で発行日が６ヶ月以内の手数料相当分の｢郵便定額小為替証書｣を送付してくだ

　さい。(郵便定額小為替証書の｢受取人氏名欄｣等には何も記入しないこと。)③切手は

　受理できませんのでご注意ください。

　　証明書の種類及び申請先等は、次項のとおりです。

　(『学生生活の栞』を参照 )
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対　象　学　生

申　請　先
全　科　生

証明の内容
選科履修生
科目履修生
修士選科生
修士科目生

集中科目履修生

司書教諭

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

○

○

―

―

―

―

○

○

―

―

―

―

○

○

○

○

―

○

○

○

―

―

―

―

○

○

―

○

―

―

○

○

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

学習センター

学習センター

学習センター

学習センター

学習センター

学習センター

学習センター

学習センター

所属学習センター

所属学習センター

所属学習センター

所属学習センター

現在在学している

ことの証明

現在までに修得した

授業科目の単位数

及び評価の証明

修了したことの証明

修了する見込みで

あることの証明

卒業したことの証明

卒業する見込みで

あることの証明

在学した期間の証明

現在履修している

科目などの証明

教員免許状に関す

る授業科目の単位

数の証明

各資格に関連する

授業科目の単位数

の証明

大学院を受験する

ための基礎資格な

どの証明

受験したことの証明

①在学証明書

(英文を含む)

②成績・単位修得

証明書

(英文を含む)

③修了証明書

(英文を含む)

④修了見込証明書

(英文を含む)

(注1参照)

⑤卒業証明書

(英文を含む)

⑥卒業見込証明書

(英文を含む)

⑦在学期間証明書

(英文を含む)

⑧履修証明書

(英文を含む)

⑨教員免許状申請用

の単位修得証明書

(学力に関する証明書)

(注2参照)

⑩資格関係の単位修

得証明書(注3参照)

⑪大学院受験のため

の調査書(注4参照)

⑫単位認定試験

受験証明書

学

部

修

士

博

士

　修士全科生は入学後1年、博士全科生は入学後2年を超えて在学している方(休学期間を除く)のう
ち、一定条件を満たした方が対象です。

　「諸証明交付願」に所持している免許状の種類及び教科と申請する免許状の種類及び教科、教員又
は講師としての在職年数などを明記のうえ、所属学習センターに申請してください。この証明書は、
現在教員免許状を所持しており、上位又は他教科などの教員免許状を申請する方などが対象です｡

　「諸証明交付願」の「その他」欄に資格名を記入し、所属学習センターへ申請してください。また、
学芸員については「大学において単位を修得する場合」と「資格認定試験を受験する場合」で証明書
が異なりますので、どちらの場合であるかもあわせてご記入ください。その他の資格(税理士試験、
保育士試験、社会福祉主事など)については、専用の証明書様式は用意しておりません。必要に応じ
て①、②及び⑤～⑧の証明書を請求してください。

【学部全科生】卒業研究を履修中又は履修済の方で、指導教員に調査書の所見欄などの記載を特に
希望する場合は、指導教員(放送大学専任教員のみ)にあらかじめ必要事項などを記入・押印しても
らったうえで、所属学習センターに交付願いとあわせてご提出ください。申請時に調査書の所見欄
などが空欄の場合は、大学であらかじめ用意した記載様式に従い作成します。

【修士全科生】研究指導を履修中又は履修済の方で、指導教員(研究指導責任者)に調査書の所見欄な
どの記載を特に希望する場合は、指導教員にあらかじめ必要事項などを記入・押印してもらったう
えで、所属学習センターに交付願いとあわせてご提出ください。申請時に調査書の所見欄などが空
欄の場合は、大学であらかじめ用意した記載様式に従い作成します。

注1. 修了見込証明書

注2. 教員免許状申請用の単位修得証明書 (学力に関する証明書 )

注 3. 資格関係の単位修得証明書 (学芸員、司書、社会教育主事、司書教諭 )

注 4. 大学院受験のための調査書
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メ デ ィ ア 工 学

看 護 学

臨 床 心 理 学

ドイツ言語文化
社 会 思 想

分 析 化 学

国 際 法

日 本 文 学

観 光 研 究

腫 瘍 生 物 学

心 理 学

坂　本　雄　児

佐　藤　洋　子

澤　　　聡　一

鈴　木　純　一

谷　　　博　文

張　　　博　一

中　村　三　春

西　川　克　之

濵　田　淳　一

吉　野　　　巌

北海道大学 名誉教授

北海道文教大学 人間科学部 教授

北翔大学 教育文化学部 准教授

北海道大学 名誉教授

北海道大学大学院 工学研究院 准教授

小樽商科大学 商学部 准教授

北海道大学 名誉教授
前北海道大学 大学院
メディア･コミュニケーション研究院 教授

北海道医療大学 看護福祉学部 特任教授

北海道教育大学 教育学部札幌校 教授

英 語 教 育 学

技 術 教 育

心 理 学

石　塚　博　規

小　泉　匡　弘

高　橋　雅　治

北海道教育大学 名誉教授

北海道教育大学 教育学部 旭川校 准教授

旭川医科大学 名誉教授

北海道学習センターの客員教員

旭川サテライトスペースの客員教員

(注) 所属・職名は4月以降変更になる場合があります。

(注) 所属・職名は4月以降変更になる場合があります。

学習センターと皆さんとを結ぶ広報・教務情報誌

　『てんとう虫』は、皆さんが学習を進める上で必要な教務等の情報を
タイムリーに掲載し、学習成果に少しでも役立つよう編集されています。
　『てんとう虫』は、年４回発行され、本センターホームページに掲載します。
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フロンティア応用
科学研究棟

●セイコーマート

●セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

住　　所：〒060-0817 札幌市北区北17条西8丁目 北海道大学構内（情報教育館）

電　　話：011（736）6318　FAX 011 (736) 6319

交通案内：① 地下鉄南北線「北18条」駅下車、徒歩約10分

　　　　　② JR「札幌駅北口」から徒歩約30分
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常
磐
通
り

旭
橋

イオン

石狩川

常
磐
公
園

 住　　所：〒070-0044 旭川市常磐公園  旭川市常磐館内

 電　　話：0166(22)2627　FAX 0166(22)2676

 交通案内：① JR「旭川駅」前から旭橋経由のバスに乗車､「ときわ公園前」下車､徒歩 3 分

 　　　　：② JR「旭川駅」から買物公園を通って、徒歩25分

 ※駐車場が手狭のため駐車できない場合がありますので､公共交通機関等を利用してください。





利用の手引

北海道学習センター
〒060─0817 札幌市北区北17条西8丁目　北海道大学構内

TEL 011─736─6318　FAX 011─736─6319

旭川サテライトスペース
〒070─0044 旭川市常磐公園　旭川市常磐館内
TEL 0166─22─2627　FAX 0166─22─2676

2025年３月発行

-放送大学新入生必携-

(印刷　岡本印刷(株) )


